
図-1 当初設計 仮設平面図 

図-2 当初設計 仮設断面図 

表-1 施工ステップ一覧表 

自立式地盤改良土留めを用いた雨水調整池の省力化施工 
 

高浜町 上下水道課  

大林組 正会員  高橋 正登， 山下 徹  

大林組 正会員  中山 守, ○北川 裕二， 稲田 耕次 

１．はじめに  

 ＪＲ若狭高浜駅を中心とし主要交通網が集積した区域では，台風・大雨時の雨水浸水被害対策が喫緊の課題

となっている．高浜雨水調整池は，水路の流下能力を超える降雨を一時的に貯留することによって，水路から

の溢水を防止するためのインフラ設備である．本報文では自立式地盤改良体土留めを用いて，プレキャスト雨

水調整池を省力化施工した事例について述べる． 

２．当初設計 

 当該地盤は地下水位が GL-0.2ｍと高く，緩い砂質土が主体の互層地盤であった．そのため，鋼矢板を遮水

性土留め壁とした切梁方式の土留め工が計画されていた．当初設計の仮設平面図，断面図を図-1，図-2に，施

工ステップを表-1に示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．課題の抽出 

 1 段目の 2方向平面交差切梁および中間杭が残置された状態で 1ブロック約 13 トンのプレキャスト部材を 

据付ける必要があったが，①1 段目切梁と据付け部材の純離隔は 20cm と小さく，横引き施工が困難であるこ

と，②中間杭が支障する箇所の蓋掛けが後施工となることなどの課題があった． 

４．課題解決のための方針 

 プレキャスト部材の現場搬入が南側道路からに限定されることから効率的にプレキャスト部材を据付ける

ために，①地上の大型クレーンを据付け面への積み下ろし用とし，据付け面上には機動性に富んだ相番クレー

ンを投入して横取り施工を行うこと，②切梁支保工や中間杭をなくしてプレキャスト部材据付け作業空間を確

保することを施工方針とした． 

 キーワード 省力化施工,自立式地盤改良土留め，プレキャスト部材,遮水壁,支持杭 

 連絡先   〒919-2226 福井県大飯郡高浜町立石 11-5-1（株）大林組 高浜調整池工事事務所 ＴＥＬ0770-64-5072 

①鋼矢板および中間杭打設 
②1～3段切梁仮設，床付け（深さ 7.3ｍ） 
③基礎杭打設，耐圧版打設 
④2，3段目切梁撤去 
⑤ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材据付け 
⑥ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材間蓋掛け，側部埋戻し 
⑦1段目切梁撤去，中間杭撤去 
⑧中間杭撤去部蓋掛け 
⑨頂部埋戻し 
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図-3 自立式地盤改良土留め断面図 

図-4 改良体変位量コンター図 図-5 改良体変位分布図 

図-6 PC 部材設置状況図 

表-2 工程比較表 

当初計画案（日） 見直し実施案（日） 備考
鋼矢板・中間杭打設工 54 0
掘削・残土処分工 107 69 切梁設置含む
地盤改良工 0 102
躯体据付工 121 31 切梁撤去含む
鋼矢板・中間杭撤去工 36 0

計 318日 （10.6ヶ月） 202日 （6.7ヶ月） ▲3.9ヶ月

５．自立式地盤改良土留めへの変更 

 施工方針に基づいて，図-3に示すように自立式地盤改良土留めに変更した．

設計方法は擁壁と同様に転倒や滑動，および支持力の外的安定検討から改良幅

5.0ｍとした．ただし，支持力については掘削底面付近の支持力が不足するた

め，改良体前面に支持杭を設置した．また，地下水位が GL-0.2ｍと高いため，

改良体背面に遮水壁を設置した．  

 施工順序は，最初に遮水壁と支持杭を打設した．排泥量の少ない粉体系のエ

コソイルウォール（ES ウォール）をＴＲＤ工法で施工した．なお，支持杭の強

度不足を補うために H-350 を挿入し，不測の事態が生じた際に改良体の補強が

容易に行えるように鋼材は地表面まで立ち上げる計画とした．次に改良体をパ

ワーブレンダー工法で施工した．設計基準強度は，90ｔクレーン作業時の荷

重を考慮して 0.5N/mm2とした． 

 自立改良体土留め壁の変位量は 2 次元弾性 FEM 解析で予測した．図-4 に変位量コンター図，図-5 に変位量

の設計値と傾斜計による実測値との比較図を示す．東側の実測変位量は概ね設計値と合致したが，西側の実測

変位量は設計値と比べて極めて小さかった．これは，山側に位置する西側改良体の方が地盤が良好であったこ

とが挙げられる． 

 また、2次元弾性 FEM 解析結果から，改良体の曲げ圧縮応力度および曲げ引張応力度の照査を行い，内的安

定においても許容値を満足することを確認した． 

  

 

 

 

 

 

 

６．省力化施工による工程短縮効果 

 切梁・腹起しの設置撤去工や鋼矢板の撤去工および中間杭の設置撤去工の省

略に加え，大きな作業空間を生み出せたことから 25ｔラフテレーンクレーンを

据付け面上に投入することも可能となり，プレキャスト部材の設置作業の効率

化が図れた（図-6 参照）．また，蓋掛け作業の後施工箇所もなくすことができ

た．表-2に工程比較表を示すが，省力化施工によって 3.9 ヶ月の工程短縮が可

能となった． 

  

 

 

 

７．おわりに 

 省力化施工は建設業が抱える喫緊の課題であるが，狭隘な作業ヤードや高地

下水位という厳しい施工条件の中でも創意・工夫によって，合理的な土留め計

画を実現することができ，また実施工においてもその有効性を確認することが

できた．今回の事例が今後の同種工事の参考になれば幸いである． 
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